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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，財団法人日本規格

協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査

会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS Z 9031:2001 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 Z 9031：2012 
 

乱数生成及びランダム化の手順 
Procedure for random number generation and randomization 

 
序文 

この規格は，2010 年に第 1 版として発行された ISO 28640 を基に，対応する部分については対応国際規

格を翻訳し，技術的内容を変更することなく作成した日本工業規格であるが，対応国際規格には規定され

ていない規定項目を日本工業規格として追加している。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

変更の一覧表にその説明を付けて，附属書 JB に示す。 

この規格は，ユーザにとって真の乱数列とみなすことができるような数値の系列を生成する典型的なア

ルゴリズムを規定する。 

今日，ほとんどの統計家，科学者，及び技術者は大規模なコンピュータシミュレーションを実行する処

理能力をもつコンピュータを利用できるようになってきたが，これは理論的に妥当な疑似乱数の生成に基

づいていることが重要になってきた。この規格は，ランダム化が必要とされる状況で，正しく，かつ，効

率的にランダム化を実行することを支援するために開発された。 

統計的な標準化におけるランダム化が利用される 6 種類の例を次に示す。 

－ ランダムサンプルの採取 

－ サンプルデータの解析 

－ 規格の開発 

－ 理論的な結果の確認 

－ 提案する方法の性能の実証 

－ 統計学の文献における不確かさの解決 

この規格には，乱数を生成するアルゴリズム及びその特徴についての規定にランダム化の手順の規定を

加えている。 

 

1 適用範囲 

この規格は，モンテカルロシミュレーションを目的とする一様乱数，正規分布など各種の分布に従う乱

数を生成する方法，及びランダム化を行う方法について規定する。ただし，この規格では，暗号乱数を規

定しない。この規格は，次の者にとって特に有用である。 

－ 統計的シミュレーションを用いる研究者，技術者，及びオペレーションズマネジメントの専門家 

－ 統計的品質管理，統計的実験計画，標本調査などに関するランダム化を必要とする統計専門家 

－ モンテカルロ法の利用を必要とする複雑な最適化法を検討している応用数学者 

－ 乱数を生成するアルゴリズムを実装するソフトウェア技術者 

 


